
ツリガネニンジン
キキョウ科 ツリガネニンジン属

特　徴

自生環境

生育を脅かす要因

山野の日当たりのよい場所に生える多年草です。 かつてはとて
もありふれた野の花で、 秋の草原を代表するような存在でした
が、 現在はすっかり珍しいものになってしまいました。 春の新芽
は 「ととき」 と呼ばれ、 山菜として利用されています。

　ツリガネニンジンは、花の色やかたち、 茎や葉の
様子などに個体差が出やすい種類です。そのため
株ごとに少しずつ顔がちがっていて、観察している
となかなか楽しいものです。 特に区別されていな
いものが大半ですが、一部には名前がつけられて
います。その中でも比較的遭遇頻度が高いのが、
白い花を咲かせるシロバナツリガネニンジンと、 全
体に白い毛が多いシラゲシャジンでしょうか。

株ごとに個性があります

かつては普通だったとされ
ますが、現在は稀です。江
戸川などの堤防斜面に生え
ますが、それも工事の後は
姿を消す傾向にあります。

千葉県野田市の植物を動画で紹介！わぴちゃんねる
https://www.youtube.com/channel/UCJvrXBJegnWATWd-UZsNzCA

（釣鐘人参）

Adenophora triphylla (Thunb.) A.DC. var. japonica (Regel) H.Hara

株もとに出る葉と、 茎につく葉のかたちが大きく異なります。
株もとの葉は丸っこいかたちですが、 茎の葉は先がとがった楕
円形です。 そして茎の葉は、 数枚ずつ、 車輪のように放射状
に広がってつきます。

花は８～１０月に咲きます。 開花時の草丈は 1m 以上になり、
しゅっとのびた茎の先に、 薄い青紫色の釣鐘のようなかたちの
花が下向きにたくさんつきます。 風にそよぐとなかなか涼しげで
す。 草刈りのタイミングによっては、 晩秋にもう一度、 コンパ
クトな姿のまま花を咲かせることもあります。

市内の分布状況
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外来植物に覆われたり、 除草剤をか
けられたりすると、 数が減ってしまい
ます。 また宅地開発などで土地の様
子が大きく変わると、 そのまま絶え
てしまう傾向があります。
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